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ミッション

企業価値の中に、

未来を見つける。

金融機関と共に、

日本全国の企業が織りなす

可能性に伴走します。
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Big Advanceとは

「全国の金融機関」が提供する「中小企業向け経営支援プラットフォーム」です

各金融機関にBig Advanceを導入

運営・営業 運営・営業 運営・営業

A金融機関
A Big Advance

B金融機関
B Big Advance

C金融機関
C Big Advance

金融機関ごとに「〇〇 Big Advance」
として中小企業へサービス提供

金融機関の枠を超えたビジネスマ
ッチングを実現 連携 連携

多機能搭載により企業の様々な経
営課題に対応

会員（月額3,300円～）になるこ
とで使い放題
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Big Advanceについて

82金融機関

導入金融機関数

64,344社

会員企業数

144,814件

累計マッチング申込数

※2024年3月末時点
累計マッチング申込数はキャンセル除いた件数

北海道から沖縄まで全国各地の地銀・信金・信組がBig Advanceを導入。そ
の取引先である多様な業種の会員企業によるネットワークで、地域を越えたビ
ジネスマッチングが可能。
その他にも中小企業のビジネスを支援する、ホームページ作成、補助金検索、

電帳法改正・インボイス制度の対応など、豊富な機能が利用可能。



5

Big Advanceの機能
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ビジネスマッチング
金融機関を介して、全国の中小企業同士が

マッチング

国内市場全体は2024年度が2,013億円、2028年度に2,722億円と

市場の拡大が見込まれている

ビジネスマッチングプラットフォーム市場規模中期予測

単位：億円

（出典）デロイト トーマツ ミック経済研究所株式会社 「国内ビジネスマッチングプラットフォーム
市場の現状と展望【2023年版】」2023年12月13日発行（https://mic-r.co.jp/mr/02980/）
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グローバル展開 始動
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ミッション

地域発世界
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実現したいこと

中小企業の海外展開を支援することで
日本経済を盛り上げたい
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実現したいこと

輸出の増加による経済成長の加速

現在の円安環境は日本製品の国際市場における価格競争力を高め、輸出の機会を拡大し

ている。その結果、外貨獲得が増え、国内の投資資金が増加することで、技術革新や産業

の拡大が促進される。

円安を活用した市場と収益の拡大

円安を利用して輸出を促進することで、日本企業は国際市場でのシェアを拡大し、

より多くの収益を上げることが可能。これは国内での収益向上と雇用創出に直結する。

国際的な競争力の維持とブランド価値の向上

輸出を通じて国際的な競争力を維持し、日本ブランドの価値を高めることが可能。
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中小企業の現状①

約４０％の日本の中小企業が海外進出に関心を持っている

（出典）中小企業庁委託「中小企業の海外展開の実態把握にかかるアンケート調査」

多くの課題が存在

中規模企業

【輸出未実施企業の輸出に対する方針】 【輸出未実施企業の輸出に対する課題】

小規模事業者
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中小企業の現状②

Big Advance会員向けに実施した海外展開に対するアンケート結果

海外取引の経験がある企業は約17% (72社/419社)

海外取引に興味がある企業は約21% (57社/267社)

サービスを利用したい企業は約22% (53社/245社)

海外展開に興味がある業種は以下の通りです。

①卸売・小売業 (全体の約30％)
②製造業 (全体の約30％)
③建設業 (全体の約10％)
④サービス業 (全体の約10％)

上位4業種で全体の約8割を占める結果となりました。
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BIG ADVANCE GLOBALの主な機能

Big Advanceの「ビジネスマッチング機能」を海外展開向けに拡張すること
で、中小企業が直接貿易の選択も出来るプラットフォームを実現

安心の会員企
業ネットワー
クを構築

自動翻訳によ
る言語の壁を

克服

貿易実務を
安心サポート

マッチング機
会をAIが創出
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展開する地域

BIG ADVANCE GLOBALは国際社会で注目されているグローバルサウスの中でASEAN地域から展開スタート

コメント 業種（大分類） 業種（中分類）

生産しているきのこ（しいたけ・まいたけ）の生果、または加工品

を東南アジア地域へ出荷していきたい
農業，林業 その他の林業

自社の笹かまシリーズを東南アジアに輸出拡大したい 製造業 水産食料品製造業

金型とそれに関連する部品加工、および金型設計をタイ、ベトナム

で行ってみたい
製造業 その他の金属製品製造業

今の円安が続く中、ベトナムのマーケットを見つけたので、これか

ら展開する予定
製造業 陶磁器・同関連製品製造業

経済成長率４％以上(※1)が続いている高成長

Big Advance会員向けのアンケートでも下記のような東南アジアへの展開を検討している企業が多い

日本は貿易相手国として第３位(※2)

日本から距離が近く物流コストも低い 時差がほぼなくコミュニケーションがとりやすい

（※1）JETRO ビジネス短信 2024年04月30日 「ADB、アジア新興国・地域の2024年と2025年の経済成長率を4.9%と予測」
（※2）JETRO ビジネス短信 2024年04月03日 「2023年のASEANの貿易総額、前年比7.4%減の3兆6,000億ドル」
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BIG ADVANCE GLOBALの機能①

安心の会員企
業ネットワー
クを構築

ASEANの金融機関にもBig Advanceを導入し、
金融機関の取引先ネットワークを構築

ASEAN
●●Bank 本部

日本の金融機関A

ASEAN
●●Bank 支店B

ASEAN 拠点

ASEAN企業 ASEAN企業
ASEAN
日系企業

連携

日本の支店

日本企業

ASEAN
●●Bank 支店A

BIG ADVANCE GLOBALで
ビジネスマッチング



16

BIG ADVANCE GLOBALの機能②

マッチング機
会をAIが創出

AIがマッチング候補先を自動ピックアップ
自社の商談ニーズもボタン１つでAIが自動作成

■ 商談ニーズのAI自動入力機能
会社の基本情報と写真を基に、商談
ニーズをAIが自動入力します

■AIリコメンド画面
AIを活用し、マッチ度の高いおす
すめ企業をポップアップで表示
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BIG ADVANCE GLOBALの機能③

自動翻訳によ
る言語の壁を

克服

チャットもビデオコールも自動翻訳
少数言語は独自のLLM開発

■自動翻訳機能付きチャット ■自動翻訳機能付きビデオコール
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BIG ADVANCE GLOBALの機能④

貿易実務を
安心サポート

コーディネーターや各種サービスが安心サポート
契約締結もオンラインで完結

商談中はコーディネーターがサポート

コーディネーター
（商談推進役）

A企業 B企業

海外
法務

貿易
保険

信用
調査

貿易
書類

国際
物流



それ以降
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今後の展開

2027/3月期
（3年目）

2026/3月期
（2年目）

2025/3月期
（1年目）

フェーズ①：導入と開発

❏ ASEANの現地金融機関を開拓し「BIG 
ADVANCE GLOBAL」を導入

❏「BIG ADVANCE GLOBAL」のシステム
開発

フェーズ②：サービス開始と拡販

❏ ASEANの現地金融機関との提携により、
現地企業の会員登録を促進

❏日本においても、海外展開ニーズのあ
る会員登録の促進

❏海外ビジネスマッチングの活用促進

フェーズ③：ASEAN諸国で展開

❏ ASEAN諸国の各国現地金融機関と提携
し「BIG ADVANCE GLOBAL」を導入

❏日本⇔ASEANのビジネスマッチングの
みならず、ASEAN⇔ASEANのビジネ
スマッチングも実現

❏日本発デファクトスタンダードを実現

BtoBビジネスマッチングプラットフォームにおいて
グローバルでの日本発デファクトスタンダードを目指す

フェーズ④：世界各国で展開

❏世界各国の現地金融機関と提携し
「BIG ADVANCE GLOBAL」を導入

❏世界中のビジネスマッチングを実現
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今後の展開

2025年4月以降
サービス開始予定
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本資料の取り扱いについて

● 本資料に記載された内容は、現時点での一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が合理的と判断

した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される可能

性があります。

● 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含

みます。これらは現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記

述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに

市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

● 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本資料に含まれる「見通し情報」の更

新・修正を行う義務を負うものではありません。
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